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博物館休館日カレンダー
2026 年  10 月

▲ �鮮やかな青い羽根が大人気のモルフォ蝶の標本。興味
深々の様子でした。

▲ �ウッドオパールや軽石、石炭など意外な鉱物がみやこ町
で産出されることに驚きました。

　夏休み期間中、ミニ企画展「みやこと世
界の昆虫展」を行いました。
　みやこ町や外国の昆虫に興味を持って
もらう貴重な機会となりました。

　8月23日（日）、みやこ学講座で鉱物の
調査・研究を行っている当館職員による
「みやこ町の岩石・鉱物と人の歴史」の講
演及び標本製作を行いました。

▲ 来館者が観覧しやすいよう展示に工夫を凝らしました。

▲ 当麻曼荼羅図（右）と中将姫寓糸曼荼羅織図（左）　〈いずれも部分〉
　右図観音像の膝下には装束に截金、膝頭に照隈の技法が施される

▲ 胎蔵界曼荼羅図（右）と賢劫千仏図（左）　〈いずれも部分〉
　各図中央に描かれる主尊は右が大日如来、左が釈迦如来となる

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
10
月
３
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
10
月
10
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
10
月
17
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
10
月
18
日
（
日
）
14
時
～

　
８
月
25
日
か
ら
５
日
間
、
学
芸
員
資
格
取

得
の
た
め
広
島
大
学
、
福
岡
大
学
か
ら
２
名

の
学
生
を
受
け
入
れ
、
博
物
館
実
習
を
行
い

ま
し
た
。

　
実
習
で
は
、
資
料
収
集
・
保
管
・
展
示
な

ど
基
本
的
な
業
務
の
ほ
か
、
町
内
の
文
化
財

や
史
跡
、
先
人
等
に
つ
い
て
も
講
義
等
を
行

い
ま
し
た
。

　
実
習
終
盤
に
は
、
実
習
生
に
よ
る
資
料
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

　
10
月
の
歴
史
講
座

学
芸
員
を
目
指
す
学
生
へ

博
物
館
実
習
を
行
い
ま
し
た
！

８月の業務日誌から

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

み
ん
な
で
活
か
そ
う
・
未
来
へ
繋
ご
う
「
み
や
こ
町
の
宝
」

み
や
こ
町
ふ
る
さ
と
遺
産
フ
ェ
ス
タ
開
催
！

ー 

今
年
の
テ
ー
マ　
よ
み
が
え
る
『
み
や
こ
の
曼
荼
羅
』
ー

　
み
や
こ
町
で
は
、
令
和
に
な
っ
て
か
ら
貴

重
な
仏
画
、
と
く
に
曼
荼
羅
の
大
修
理
が
相

次
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
修
理
と
は
、
修
理
対
象
の
仏
画
を
徹
底

的
に
分
析
し
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
裏
打

ち
等
で
補
強
す
る
、
百
年
に
一
度
行
わ
れ
る

か
ど
う
か
と
い
う
「
根
本
修
理
」
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
３
点
の
修
理
が
行
わ
れ
、
輝

き
を
取
り
戻
し
た
仏
画
を
所
蔵
す
る
各
寺
院

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
博
物
館
に
お
い
て

公
開
展
示
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
輝
き
を
取
り
戻
し
た
仏
画
を
ゆ
っ
く
り
と

見
学
で
き
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
博
物
館
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

★�

フ
ェ
ス
タ
記
念
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰

（
13
時
30
分
～
13
時
55
分
）

★
文
化
講
演
会
（
14
時
～
15
時
45
分
）

・
曼
陀
羅
寺
所
蔵
「
当
麻
曼
荼
羅
図
」
に
つ
い
て

　九
州
歴
史
資
料
館
学
芸
員
　
井
形 

進 

氏

・�

峯
高
寺
所
蔵
「
中
将
姫
藕ぐう
し絲
曼
荼
羅
織
図
」
と

  

国
分
寺
所
蔵
「
賢
劫
千
仏
図
」
に
つ
い
て

　北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
学
芸
員 

富
岡 

優
子 

氏

・
み
や
こ
町
所
在
の
仏
画
修
理
に
つ
い
て

　修
理
工
房
　
宰
匠
（
株
）　
宇
都
宮 

正
紀 

氏

＊
要
電
話
申
込
（
定
員
40
名
）
参
加
費
無
料

❶
企
画
展
「
よ
み
が
え
る
み
や
こ
の
曼
荼
羅
」　

＊
期
間　
10
月
18
日（
日
）～
11
月
29
日（
日
）

＊�

大
修
理
後
の
作
品
３
点
（
う
ち
1
点
［
中
将
姫
藕
絲
曼

荼
羅
織
図
］
は
養
生
の
た
め
パ
ネ
ル
展
示
）
の
ほ
か
、

参
考
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

＊�

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
等
ご
覧
に
な
る
か
博
物
館
宛
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

❷
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
示

＊
期
間　
9
月
18
日（
金
）～
10
月
31
日（
土
）

日
時
：
１０
月
18
日（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
45
分
／
場
所
：
博
物
館
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令
和
は
曼
荼
羅
大
修
理
の
当
た
り
年
？

　

み
や
こ
町
で
は
令
和
に
入
っ
て
仏

画
、
と
く
に
曼
荼
羅
の
大
修
理
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は

①���

令
和
２・３
年
度　

賢け
ん
ご
う劫
千
仏
図

　
国
分
寺（
国
分
）所
蔵　

室
町
時
代
の
作
品

②
令
和
４・５
年
度　

当た
い
ま麻
曼
荼
羅
図

　
曼
陀
羅
寺（
勝
山
大
久
保
）所
蔵　

鎌
倉
時
代
の
作
品　

③�

令
和
６・７
年
度　

中ち
ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め

将
姫
藕ぐ

う
し糸

曼
荼
羅
織
図

　

峯
高
寺（
豊
津
）所
蔵　

江
戸
時
代
の
作
品　

の
３
点
で
す
。
い
ず
れ
も
数
百
年
の
長

き
に
亘
り
護
り
伝
え
ら
れ
た
各
寺
院
の

宝
で
し
た
が
、
こ
の
間
進
ん
だ
劣
化
が

危
機
的
な
状
況
を
迎
え
た
こ
と
か
ら

「
大
修
理
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
修
理
と
は
、
百
年
単
位
で
行
わ

れ
る
根
本
修
理
の
こ
と
で
、
ミ
ク
ロ

単
位
に
バ
ラ
し
た
画
材
を
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
し
た
り
、
虫
食
い
穴
に
同
質
の

絹
や
紙
を
、
空
い
た
穴
と
同
じ
形
で

繋
ぎ
目
が
分
ら
ぬ
よ
う
補
充
し
た
り

と
い
っ
た
、
繊
細
で
気
が
遠
く
な
る

よ
う
な
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
修
理
方
法
の
こ
と
を

装そ
う
こ
う潢
修
理
技
術
と
い
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
限
ら
れ
た
職
人
集
団
に
よ
っ
て
の

み
伝
承
さ
れ
て
い
る「
究
極
の
修
復
術
」

で
す
。

尼
は
阿
弥
陀
如
来
と
名
乗
り
、
十
三

年
後
に
法
如
を
迎
え
に
来
る
と
宣
言
。

果
し
て
阿
弥
陀
如
来
は
十
三
年
後
に

二
十
五
菩
薩
を
連
れ
て
来ら

い
ご
う迎

。
法
如
は

穏
や
か
に
成
仏
を
果
た
し
た
と
い
う

も
の
で
す
。

（
注
：
曼
陀
羅
寺
等
の
曼
荼
羅
で
は
な
く
、

根
本
曼
荼
羅
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
奈
良
県
当

麻
寺
の
曼
荼
羅
の
こ
と
。
曼
陀
羅
寺
等
の
物

は
そ
の
写
し
）

●
法
如
が
見
た
極
楽
を
描
く
曼
荼
羅

　

法
如
が
見
た
極
楽
の
姿
を
形
に
し

た
と
さ
れ
る
の
が
当
麻
曼
荼
羅
で
す
。

中
央
に
は
宝ほ

う
ろ
う
か
く

楼
閣
・
七し

っ
ぽ
う
い
け

宝
池
と
い
っ

た
荘
厳
華
麗
な
宮
殿
の
中
央
に
阿
弥

陀
如
来
が
坐
し
、
観
音
・
勢
至
菩
薩

を
は
じ
め
と
す
る
聖
衆
に
説
法
す
る

姿
が
描
か
れ
ま
す
。
周
囲
に
は
十
六

観
・
九く

ほ
ん品

往
生
と
呼
ば
れ
る
極
楽
の

解
説
や
観
法
な
ど
が
描
か
れ
、
ま
さ

に
極
楽
尽
く
し
と
い
っ
た
光
景
で
す
。

こ
れ
ら
を
描
き
出
す
画
法
は
金き

ん
で
い泥

・

群ぐ
ん
じ
ょ
う青
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
彩
色

に
加
え
、
截き

り
か
ね金
・
照て

り
く
ま隈
と
い
っ
た
、

当
時
最
高
の
技
法
が
惜
し
み
な
く
注

ぎ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

言
葉
に
で
き
な
い
と
い
う
の
は
ま

さ
に
こ
の
こ
と
か
と
思
わ
せ
る
技
法

や
優
美
な
画
法
を
駆
使
し
た
曼
陀
羅

た
ち
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
再
び
輝
か

せ
る
た
め
に
施
さ
れ
た
最
高
の
修
復

術
。
ど
ち
ら
も
人
間
技
だ
と
い
う
こ

と
が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
木
村
達
美
）

二
幅
で
一
つ
の
物
語
を
紡
ぐ
曼
荼
羅

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
当
麻
曼
荼
羅
と

中
将
姫
寓
糸
曼
陀
羅
織
図
は
、
前
号

で
紹
介
し
た
国
分
寺
の
曼
荼
羅
と
共

に
２
年
が
か
り
の
大
修
理
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
修
理
に
よ
っ
て
二
つ
の
仏

画
が
輝
き
を
取
り
戻
し
た
の
は
勿
論
、

こ
の
二
幅
に
ま
つ
わ
る
物
語
も
一
層

鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
る
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
物
語
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
曼
陀
羅
の
作
者
「
中
将
姫
」
物
語

　

当
麻
曼
荼
羅
に
は
、こ
の
曼
荼
羅
（
注
）

が
一
夜
で
織
り
上
が
っ
た
と
い
う
、
次

の
よ
う
な
奇
跡
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。

　

奈
良
時
代
の
貴
族
、
藤ふ

じ
わ
ら
の
と
よ
な
り

原
豊
成
は

長は

せ谷
観
音
の
お
告
げ
で
清
廉
で
信
心

深
い
娘
・
中
将
姫
を
授
か
っ
た
。
し

か
し
後
妻
の
照て

る
ひ日
は
姫
を
い
じ
め
、
つ

い
に
は
山
で
殺
そ
う
と
し
た
が
、
仏

の
功
徳
で
命
は
助
か
り
父
に
も
再
会
。

こ
れ
を
機
に
仏
門
に
入
り
当
麻
寺
で

法ほ
う
に
ょ如
と
い
う
名
の
尼
と
な
っ
た
。

　

あ
る
日
の
夕
方
、
法
如
の
前
に
老

尼
と
織
姫
が
現
れ
、
法
如
が
か
つ
て

観
想
し
た
極
楽
浄
土
の
姿
を
共
に
一

夜
で
曼
荼
羅
に
紡
ぎ
出
し
た
。
曼
荼

羅
完
成
後
、
織
姫
は
観
音
菩
薩
、
老

◀
中
将
姫
寓
糸
曼
荼
羅
織
図
（
右
）
と
当
麻
曼
荼
羅
図
（
左
）

右
図
は
化
身
の
尼
達
と
共
に
曼
荼
羅
を
織
る
様
子
　
左
図
は
中
将
姫
が
観
想
し
た
眩
い
ば
か
り
の
極
楽
の
姿

― 
相
次
い
だ
町
内
所
在
仏
画
の
根
本
修
理
事
業
「
令
和
の
大
修
理
」 

―

190

よ
み
が
え
る
「
み
や
こ
の
曼

ま
ん

荼だ

羅ら

」
Ⅱ

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


